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社協のＨＯＴな情報をお届けします！

支部社協連絡会を開催しました
市社協と支部社協が密接な連携をしながら、地域福祉事業の推進と充実を図るため、市

社協並びに関係機関からの情報提供の場として、また４支部社協相互の情報交換・意見交

換の場として開催しました。

坂井市災害ボランティアセンター連絡会が発足式

むーぶ  

『支部社協とは…』

平成２４年４月策定の「第１次坂井市地

域福祉活動計画（かたいけのプラン）」を軸

に、地域福祉活動やボランティア活動の更

なる充実を始めたところです。

活動者同士のネットワークづくりや地域

の課題や問題を協議し、どう解決していく

か等身近なところで話し合いができる組織

を目的に支部社協を設置しています。

2/8（月）坂井市社協本部において支部社協連絡会を行

いました。各支部社協の委員長・副委員長等が、運営状況

の報告や今後の展望を報告し合いました。

後半は、①基礎組織づくり

の取り組みと成果と課題に

ついて ②見守りネットワーク

等小地域福祉活動の実施状況

と、成果や課題というテーマで

グループワークを行いました。

各委員からは、支部の状況や

自分の経験を踏まえて様々な

意見が出されました。

【主な意見として…】

基礎組織づくりの取り組みと成果や課題について

 着実に進んできていると感じる

 春江は団地が多く、昔からの顔なじみが少なくつながり

を持ちづらい

 やる気がある人を見つけ、働きかけていかなければなら

ない

 リーダーシップを持って“投げかける人”が必要

見守りネットワーク等小地域福祉活動の実施状況と成果や課題について

 近所同士仲良くすることが大事。気軽に声かけすること。

 Ｑ救キットは絶対に必要。連絡先がわかることが大切。

 団地も新しいところだけではない。高齢化の高い団地も

多い。

 サロンの存在は重要。後継者の育成が大切。

 地域の中の子供の顔を知らない。

障がい施設入浴の料金を変更しました

対 象 者：坂井市在住の方で、自力で

自宅入浴が困難な障がい者（児）

利用日時：月～金（祝日除く）9:00～17:00

内  容：ヘルパーによる入浴介助

利用料金：１回 ３５０円

場  所：春江総合福祉センターいちい荘

問 合 せ：坂井市社会福祉協議会 ☎68-5070（山口）

★１人ずつの入替制

★家族の付添不要

★どこでも送迎可
（ただし、坂井市内に限る）

周りの方 で入 浴に困 って

いる方が おら れまし たら

是非ご紹介ください

【当日の様子】

近年、各地で自然災害などが多く発生し、大きな被害

をもたらしています。そのような災害現場で、ボランテ

ィアの活動拠点となるのが「災害ボランティアセンター」

です。

この度、災害発生時に「災害ボランティアセンター」

の運営を迅速かつ適切に行うため、平常時からの訓練や

研修、関係機関等の相互の

連携や交流、人材の育成を

目的とする「坂井市災害

ボランティアセンター

連絡会」が発足しました。

今後、連絡会のメンバー

と共に“万が一”のために、

万全の準備をしていきたいと

思います。



月 火 水 木 金 土 日

2/22 23 24 25 26 27 28
地）生活支援員連絡会 三)支部社協委員会 坂）支部社協委員会

三）1 の部ﾈｯﾄﾜｰｸ会議

春老）高齢者作品展

地）福祉教育連絡会

29 3/1 2 3 4 5 6
丸地）福祉委員会（大

野市交流）

県）市町社協ﾄｯﾌﾟｾﾐﾅｰ

地）介ｻﾎﾟｰﾀｰ座談会 県）ｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ研修会

希）ｾﾙﾌﾟ職員研修会

希）ｾﾙﾌﾟ職員研修会

7 8 9 10 11 12 13
地）生活支援員講座 法）三役会

春地）一人暮らし高齢

者交流事業

法）社協役員等推薦

委員会

春地）南部基礎組織

役員会

地）お役立ち講座②

包括ｾﾝﾀｰ新人職員研修

会

市内介護保険所説

明会

坂井地区地域包括ｹ

ｱ推進市民集会

14 15 16 17 18 19 20
春地）福祉委員委嘱式 丸地）福祉委員委嘱式

地）生活支援員講座

三地）九頭竜福祉学園閉講式

地）お役立ち講座③ 法）社協理事会

三地）福祉委員委嘱式

坂地）福祉委員委嘱式

【 活動の報告 】

【 社協の主な予定 】

～活動Ｐｈｏｔｏ～
あなたの成人を祝う会を開催しました

1/31（日）に坂井市心身障がい児（者）福祉連

合会主催により三国観光ホテルにて「あなたの成人

を祝う会」を開催しました。新成人や保護者、先輩

など総勢 48 名の参加者があり、サカイシティーズ

の演奏や、カラオケなどで楽しみました。

成人を迎えられた方おめでとうございます。

社協の管理施設で避難訓練を実施しています

社協の管理する施設において年２回避難訓練を

実施しています。万が一何か災害や事故が起こった

際に適切に対応できることを目的にしています。

また年１回は消防署員を講師に救命訓練も実施

しています。市民の皆さまに安心して利用していた

だける環境づくりに努めます。

共同募金教室を行いました

2/5（金）春江中学校において、共同募金教室

を行いました。ＪＲＣ委員会の生徒約 40 名が、

福井県車イスの会 竹下事務局長さんのお話を聞

きました。共同募金の助成を受けた活動内容を知

ることで“こんなことに自分たちが集めた募金が

活用されているんだ”と知ってもらう機会となり

ました。また、県共募、市共募の職員も共同募金

の現状を説明しました。

記事の横に  がついているものは、赤い羽根共同募金の助成金を活用しています。

法）法人 地）地域福祉課 総）総務課 老）老人クラブ 身障）障がい者福祉協会 心身）心身障がい児（者）福祉協会  

在）在宅福祉課 希）三国希望園  三丸春坂）各支部


